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こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
へ
の
問
い
（
一
一
）

宝
島
社
が
一
月
、
全
国
紙
三
紙
の
朝
刊
に
掲
載
し
た
広
告
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
広
告
は
、
読
売
新
聞
と
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
に
載
せ
た
「
敵
は
、

嘘
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
、
朝
日
新
聞
に
載
せ
た
「
嘘
つ
き
は
、
戦
争
の
始
ま

り
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
二
種
類
。

「
『
敵
は
、
嘘
』
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
ロ
ー
マ
の
彫
刻
『
真
実
の
口
』
と
、

そ
の
口
元
に
手
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
、「
い
ろ
い
ろ
な

人
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
『
嘘
を
つ
く
な
』
と
言
わ
れ
て

き
た
の
に
嘘
を
つ
い
て
い
る
。
陰
謀
も
隠
蔽
も
改
ざ
ん
も
粉
飾
も
、
つ
ま
り

は
全
部
嘘
。
世
界
中
に
こ
れ
ほ
ど
嘘
が
蔓
延
し
た
時
代
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
い
い
年
を
し
た
大
人
が
嘘
を
つ
き
、
謝
罪
し
て
、
居
直
っ
て
恥
ず
か
し

く
な
い
の
か
」
と
問
い
か
け
る
。」

「『
嘘
つ
き
は
、
戦
争
の
始
ま
り
』
で
は
、
濁
っ
た
暗
い
青
色
を
背
景
に
、

油
ま
み
れ
の
水
鳥
に
見
え
る
も
の
が
描
か
れ
た
。
油
ま
み
れ
の
水
鳥
は
、

湾
岸
戦
争
本
格
化
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
写
真
に
納
め
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ

だ
。
広
告
に
書
か
れ
た
コ
ピ
ー
の
冒
頭
で
も
、『
イ
ラ
ク
が
油
田
の
油
を
海

に
流
し
た
』
そ
の
証
拠
と
さ
れ
、
湾
岸
戦
争
本
格
化
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

一
枚
の
写
真
。
し
か
し
そ
の
真
偽
は
い
ま
だ
定
か
で
な
い
と
触
れ
て
い
た
。

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
や
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
な
ど
、
過
去
に
起
き
た
事
件
や
争

い
も
嘘
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
現
代
で
も
「
今
、
多
く
の
指
導
者

が
平
然
と
嘘
を
つ
い
て
い
る
」
と
主
張
。『
今
、
人
類
が
戦
う
べ
き
相
手
は

原
発
よ
り
ウ
ィ
ル
ス
よ
り
温
暖
化
よ
り
、
嘘
で
あ
る
』
と
断
言
し
て
い
た
。

再
選
後

“『
嘘
と
、
隠
蔽
』
は
、
バ
ブ
ル
の
よ
う
沸
騰
し
た
。

乏
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
「
記
憶
」
を
辿
る
と
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
連
平
和
維

持
活
動
（P

K
O

）
日
報
隠
蔽
（
い
ん
ぺ
い
）
問
題
を
受
け
、
防
衛
相
辞
任

に
追
い
込
ま
れ
た
。
松
島
氏
も
、
選
挙
区
で
の
う
ち
わ
配
布
問
題
で
、

２１１
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累
犯
障
害
者
と
は

そ
れ
で
は
、
次
に
、
累
犯
障
害

者
に
対
す
る
刑
事
司
法
の
歩
み
を

追
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

刑
法
の
い
う
累
犯
と
は
、
懲
役

刑
の
刑
期
を
終
え
て
五
年
以
内
に
、

再
び
懲
役
刑
が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪

を
行
う
こ
と
を
い
い
、
そ
の
時
に

は
刑
期
の
上
限
が
二
倍
に
な
り
ま

す
（
刑
法
第
五
六
～
五
七
条
）。

累
犯
者
の
刑
が
重
く
処
罰
さ
れ

る
の
は
、
一
度
刑
罰
を
科
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
悛
せ
ず
に

犯
罪
を
重
ね
て
お
り
、
そ
れ
故
に

前
の
刑
罰
の
効
果
が
十
分
で
は
な

く
、
初
犯
者
よ
り
も
強
い
責
任
非

難
が
加
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

累
犯
に
は
、
再
犯
と
そ
れ
以
上

の
三
犯
以
上
が
あ
り
ま
す
。

累
犯
障
害
者
と
は
、
罪
を
犯
す

虞
（
お
そ
れ
）
が
あ
り
、
犯
罪
を

繰
り
返
す
障
害
者
を
指
し
ま
す
。

最
近
の
犯
罪
情
勢
に
お
い
て
は
、

再
犯
を
問
題
視
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

特
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
犯

罪
や
再
犯
が
顕
著
で
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
彼
ら
に

と
っ
て
「
監
獄
」
と
い
わ
れ
る
場

所
は
、
刑
務
所
の
中
よ
り
も
、
む

し
ろ
塀
の
外
の
社
会
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
累
犯
障
害

者
に
「
刑
事
訴
訟
法
」
の
規
定
す

る
訴
訟
能
力
や
受
刑
能
力
が
備
わ

っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
極
め
て

疑
わ
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
身
元
引
受
人
や
受
け

入
れ
先
も
な
く
、
ま
た
、
自
力
で

再
就
職
し
、
生
活
の
基
盤
を
作
る

こ
と
も
困
難
な
た
め
、
刑
務
所
に

入
ら
な
け
れ
ば
生
き
る
こ
と
す
ら

危
ぶ
ま
れ
、
検
察
官
や
裁
判
官
も

や
む
を
得
ず
、
受
刑
さ
せ
て
い
る

感
も
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
刑
務
所
が

彼
ら
に
と
っ
て
「
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
な
っ
て
い
る
実

態
が
示
す
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ

と
思
い
ま
す
。
同
じ
く
、
知
的
障

害
者
の
犯
罪
や
再
犯
も
起
こ
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
「
等
閑
視
」

さ
れ
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
一
三
年
に
秘
書

給
与
流
用
の
罪
で
実
刑
判
決
を
受

け
黒
羽
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
、
受

刑
中
に
「
障
害
者
の
世
話
係
り
」

を
担
当
す
る
と
い
う
経
験
を
ふ
ま

え
、
実
際
に
累
犯
障
害
者
と
共
に

四
三
三
日
に
及
ん
だ
獄
中
で
生
活

を
送
っ
た
。
元
衆
議
院
議
員
の
山

本
譲
司
氏
が
、
出
所
後
に
自
身
の

体
験
談
と
そ
の
後
の
追
跡
調
査
な

ど
か
ら
獄
中
生
活
を
綴
っ
た
『
獄

窓
記
』
を
は
じ
め
『
続
・
獄
窓
記
』

『
累
犯
障
害
者
』
が
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
の
で
す
。

そ
の
後
、「
累
犯
障
害
者
」
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
こ
と

は
、
す
で
に
、
み
な
さ
ん
ご
存
知

の
と
お
り
で
す
。

刑
務
作
業
の
矛
盾
点

筆
者
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
受
刑

者
は
入
所
後
、
作
業
の
適
応
力
を

調
べ
る
た
め
の
能
力
検
査
を
受
け

ま
す
が
、
そ
の
結
果
に
よ
る
と
全

受
刑
者
の
う
ち
四
分
の
一
が
知
的

障
害
者
（
法
務
省
の
矯
正
統
計
年

報
に
よ
れ
ば
、新
受
刑
者
の
う
ち
、

知
能
指
数
六
九
以
下
の
人
は
、
二

二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
）

で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
彼
ら
が
刑
務
所
内
で
行

う
作
業
は
、
一
つ
の
箱
の
中
の
六

種
類
の
色
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
か
け
ら

を
色
ご
と
に
六
つ
の
箱
に
分
け
る

「
仕
分
け
作
業
」
や
結
ん
だ
紐
の

結
び
目
を
ほ
ど
き
続
け
る
作
業
な

ど
、
お
よ
そ
生
産
性
を
あ
げ
る
労

働
と
は
呼
べ
な
い
も
の
ば
か
り
で

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

司
法
と
福
祉
の
架
け
橋
に
つ
い
て
考
え
る
（
二
）

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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貧
乏
暇
あ
り

北
九
州
支
部

白
川
長
廣

小
倉
の
繁
華
街
魚
町
を
抜
け
、

さ
ら
に
小
倉
の
胃
袋
、
旦
過
市
場

を
抜
け
る
と
、人
波
は
途
絶
え
る
。

平
和
通
り
を
横
切
り
、
商
工
貿

易
会
館
横
を
川
沿
い
に
少
し
行
く

と
、無
法
松
の
碑
が
見
え
て
く
る
。

小
さ
な
公
園
で
あ
る
。

無
法
松
は
、
小
倉
の
作
家
、

岩
下
俊
作
の
作
品
「
富
島
松
五
郎

伝
」
に
出
て
く
る
、
作
品
上
の
人

物
で
あ
る
。
そ
の
小
説
を
基
に
、

映
画
化
さ
れ
た
「
無
法
松
の
一
生
」

彼
が
叩
く
乱
れ
打
ち
で
、
祇
園
太

鼓
は
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

ま
た
、
無
法
松
・
富
島
松
五
郎

も
、
あ
た
か
も
実
在
し
た
人
物
で

あ
る
か
の
よ
う
に
、
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

『
古
船
場
三
丁
目�

?

独
身
者
の

松
五
郎
が
住
ん
で
い
た
町
で
、
こ

の
町
は
俥
夫
、
羅
宇
の
仕
替
、
香

具
師
、
土
方
等
の
自
由
労
働
者
達

が
大
勢
住
ん
で
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
町
に
は
木
賃
宿

が
三
軒
も
あ
っ
て
、
渡
り
鳥
の
様

に
町
か
ら
町
へ
漂
泊
す
る
猿
廻
し
、

オ
イ
チ
ニ
の
薬
売
り
山
伏
等
が
い

つ
も
一
杯
だ
っ
た
。
富
島
松
五
郎

伝
よ
り
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

公
園
の
角
を
左
へ
路
地
に
入
る

と
、
天
満
宮
が
あ
っ
た
。

鳥
居
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

鳥
居
の
向
こ
う
は
、ビ
ル
で
あ
る
。

鳥
居
に
は
、「
宝
暦
五
乙
亥
年
九

月
」
と
あ
っ
た
。
調
べ
る
と
１
７

５
５
年
、
２
６
０
年
前
で
あ
る
。

由
緒
書
き
を
見
る
と
、
豊
前
小

倉
半
初
代
藩
主
小
笠
原
忠
眞
ゆ
か

り
の
天
満
宮
の
よ
う
で
あ
る
。

鳥
居
は
、
１
５
０
年
後
に
建
て

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

新
し
い
街
に
、
古
い
歴
史
が
し

っ
か
り
と
佇
ん
で
い
た
。

鳥
居
を
写
し
て
、
後
ろ
を
振
り

返
る
と
、
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木

が
見
え
た
。ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
、

行
っ
て
み
る
と
、
古
船
場
公
園
に

植
わ
っ
て
い
る
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
っ

た
。
古
船
場
公
園
は
、
広
い
シ
ン

プ
ル
な
公
園
で
あ
る
。
公
園
に
入

る
に
は
、
段
差
が
あ
る
。

敷
地
内
は
、
ス
ロ
ー
プ
化
し
て
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“
厚
労
違
反
隠
し
か
”

！
聞
き
取
り
「
身
内
」
が
７
割
！

厚
生
労
働
省
の
統
計
不
正
問
題

で
、
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
」
の
担

当
部
署
が
ル
ー
ル
違
反
の
「
郵
送
調

査
」
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か

さ
ず
に
、
本
来
の
「
調
査
員
調
査
」

か
ら
「
郵
送
調
査
」
へ
の
変
更
に
つ

い
て
昨
年
一
一
月
に
総
務
省
に
相

談
し
て
い
た
こ
と
が
、
二
九
日
分
か

っ
た
。
不
適
切
な
調
査
を
認
識
し
な

が
ら
ル
ー
ル
変
更
で
隠
そ
う
と
し

た
疑
い
が
あ
る
」
～
「
厚
生
労
働
省

は
二
九
日
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
特

別
監
査
委
員
会
が
調
査
対
象
と
し

た
厚
労
省
職
員
・
元
職
員
三
七
人
の

聞
き
取
り
に
つ
い
て
、
七
割
近
い
二

五
人
分
を
「
身
内
」
の
同
職
員
が
行

な
っ
た
と
発
表
し
た
。
有
識
者
に
よ

る
聞
き
取
り
は
二
〇
人
と
説
明
し

て
い
た
が
、
実
際
は
一
二
人
だ
け
だ

っ
た
」
問
題
は
、「
風
間
直
樹
議
員

が
、
首
相
は
「
今
回
の
再
集
計
に
よ

り
下
方
修
正
と
な
っ
た
一
八
年
各

月
の
伸
び
率
の
数
値
の
み
を
示
し

て
、
「
ア
ベ
ミ
ッ
ク
ス
ノ
の
成
果
あ

る
と
自
賛
し
た
数
値
の
根
拠
が
崩

れ
た
」
と
指
摘
し
た
。
首
相
は
「
各

月
の
伸
び
率
の
数
値
の
み
を
示
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
成
果
で
あ
る
協

調
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
反
論
し
た
。

（
一
／
三
〇
朝
日
新
聞
朝
）

さ
ら
に
、
五

日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
厚
労

省
の
大
西
康
之
・
前
政
策
統
括
官
の

招
致
を
求
め
ら
れ
た
が
応
じ
ず
、
大

西
氏
は
一
日
に
官
房
付
に
移
動
さ

れ
、
与
党
は
「
現
在
担
当
で
な
い
」

と
拒
否
。（
隠
遁
の
術
）
か
。
ま
た
、

「
特
別
監
察
委
員
会
」
が
本
来
「
調

査
」
す
べ
き
で
あ
る
が
、
職
員
が
「
調

査
し
た
も
の
報
告
を
聞
い
た
だ
け
」

（
一
月
九
日
）

で
あ
っ
た
。
統
計
担
当

者
の
招
致
を
全
て
拒
否
。「
解
明
」

は
、
「
政
権
の
生
命
性
線
」
に
多
大

に
影
響
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。
世
界
的

に
も
「
各
国
大
問
題
」
を
抱
え
て
い

る
。
世
界
経
済
の
「
動
行
」
気
に
な

る
、
い
つ
弾
け
る
か
。
「
予
断
を
許

さ
な
い
。
秒
読
み
の
危
機
感
を
拭
え

な
い
年
明
け
だ
。 

 
 

 

（
お
だ
）

労災保険の各年金給付額には「スライド率を乗じることになっていますが」毎月勤労統

計の「統計不正により」スライド率が計算されていませんでした。勤労統計とは労働者

の毎年の収入（賃金）集計し、賃金が上がった分）の伸び率を用いて（スライド率）年

給付額は引き上げられます。年金給付者には「スライド率改定による変更決定通知書が

送付されています。確認して下さい。

                追加給付の対象となる可能性がある方

◯労災年金及び休業（補償）給付の給付額の査定に際しては、原則として、個々の

被災者の被災時に置ける平均賃金を基に査定した給付額に基づき給付することになっ

ています。ただし、補償効果が目減りすることを防ぐため、基礎日額に「スライド率」

を乗じています。

◯また、給付日額には最低水準を定めており、かかる金額を下回る方に対しては最低水

準に自動的に変更されます（最低法少額）。

◯スライド率及び裁定保証額は、毎月勤労統計の「決まって支給する給与」の伸び率を

用いて査定しておりますが、毎月勤労統計の再集計値等を用いて再計算を行い、上方修

正された場合、追加給付が必要となります。平成 16 年７月以降に次の給付を受けた方

のうち必要な方に追加給付を行ないます。
※傷病（補償）年金・障害（補償）年金・遺族（補償）年金・休業（補償）給付・傷

病特別年金・障害特別年金・遺族特別年金・遺族と区別一時金・休業特別し給金等

一寸先は闇〜ぼっと！！生きていられない！！のだー
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福
祉
住
宅
専
門
店
と
し
て

福
岡
営
業
所
を
オ-

プ
ン

福
祉
住
環
境
整
備
を
福
祉
機
器

と
建
築
の
視
点
か
ら
、
ご
提
案
～

施
工
ま
で
、
一
貫
し
て
行
っ
て
い

る
工
務
店
で
す
。

北
九
州
市
で
創
立
五
〇
年
を
迎
え
、

こ
の
一
月
、
新
た
に
、
福
岡
営
業

所
を
開
設
し
ま
し
た
。
事
務
所
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
ト
イ
レ
は
車

い
す
対
応
で
す
。

み
な
さ

ま
の
打

ち
合
わ

せ
や
待
ち
合
わ
せ
・
歓
談
の
場
所

と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、

幸
い
で
す
。

車
い
す
を
ご
利
用
の
方
の
補
助
金

を
利
用
し
た
住
宅
改
修
、
退
院
後

の
生
活
の
為
の
改
築
、
新
築
、
福

祉
機
器
の
設
置
等
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
昨
年
、
行
っ
た
事
例
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
自
室
に
ト
イ
レ
を
設
置

病
気
で
車
い
す
が
必
要
に

な
り
導
尿
を
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
時
間
の
心
配
な

く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ト

イ
レ
が
使
え
て
い
ま
す
。

■
浴
室
に
移
乗
台
設
置

床
か
ら
車
い
す
に
上
が

る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
車
い
す
か

ら
直
接
、
移
乗
台
へ
、

移
乗
台
か
ら
浴
槽
へ
。

年
末
に
な
り
寒
く
な
っ
た

時
に
、
お
湯
に
浸
か
る
こ

と
で
身
体
が
あ
っ
た
ま
っ

た
と
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

■
増
築

事
故
で
脊
椎
損
傷
に
な
り
、
全

介
助
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
寝

室
を
玄
関
横
に
増
築
し
、
段
差
解

消
機
を
設
置
し
、
移
動
介
助
が
楽

に
な
り
ま
し
た
。

㈱神崎工務店 福岡営業所

福岡市南区花畑 1-20-38（若久通り）

℡092-980-4953 FAX092-980-6893

担当：吉村090-4105-6652
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編
集
後
記

編
集
中
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
聞
か
な
く

な
っ
た
の
で
す
が
、
は
し
か
・
花

粉
症
を
よ
く
聞
き
ま
す
。（
坂
本
）

《 今月の時事 》

“ １０歳のＳＯＳ ”なぜ救えない！！なぜ、また起きたのか？千葉・野田、小４心愛さ

ん死亡～記事、「少女の発した、ＳＯＳを誰か受け止めることはできなかったのか。千葉県

野田市の小学校四年生、栗原心愛（みあ）さんが死亡した事件は、長期にわたって虐待の

兆候が確認されていた。』しかし、学校も行政も地域も踏み込まず、命を守れなかったのか」

（２月２日朝日新聞朝刊３５Ｐ記事）から。非常に驚いたのは、『市によると心愛さんが父親か

らの暴力を訴えた翌日、担任が聞き取りしていた後、千葉県柏児童相談所は、右ほおにあ

ざがあった心愛さんを一時保護した。市が、１日に公開したアンケートのコピーには、担

任の字で「きのうたたかれた、あたま・せなか・くびをけられた。今もいたい」「口をふさ

いで、ゆかにおしつける→自分の体だいじょうぶかな？」など書き加えられていた。』問題

なのは、同コピーを市教委は、父親に求められ渡したことは、「重大な問題で過失」である。

父親が「脅迫的に求めたにせよ」脅迫に対しても、児相や警察・法律家と連携していれば、

渡すことは、なかったはず。その直後、心愛さんは転校した。だが、その後も虐待に気づ

く機会はあった。転校後、父親から長期欠席の連絡、（１月７日・１１日）を受けながらも、

自宅訪問などをしていないという。転校も父親の意図的な行動であろうと思う。転校先の

学校との連絡は取っていたのか。長期欠席になんら「疑問」を持ちえなかったのか？幼い

命が奪われる度に「関係機関との連携やノウハウの共有の大切さは何度も指摘されてきた

のに、何故、繰り返してしまうのか。関係機関の連携を猛省の上、緊急に対処することを

求める。これ以上、「小さな命を奪われないように」するために。原稿を送信する２月６日

の朝日新聞朝刊１面に、「お父さんに叩かれたのは嘘」「児相の人あいたくない」！父、女児

に嘘をかかせるー。見出しである。同書面は、県柏児童相談所に見せていた。児相は不審

に思ったが、心愛さんに確認せず。両親宅への帰宅を認めたという！驚愕である！！事態

から何故に逃げるのか！（しん）

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。

■編集 福岡県脊髄損傷者連合会 会長 藤田 幸廣

〒816-0804 福岡県春日市原町３丁目１－７
福岡県総合福祉センター（クローバープラザ）内６階

TEL＆FAX：０９２－５９２－４５２８

E-Mail：fukusekiren-kasuga@cello.ocn.ne.jp

■発行 九州障害者定期刊行物協会 頒価１００円（会費に

含まれる）〒81２-00２４ 福岡市博多区綱場町 1-17

福岡パーキングビル 4 階

会員・賛助会員の皆様、是非是非 意見・提言・雑感・本誌の感想など何でも

可能。投稿をお願いします。事務メール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。

どうぞよろしくお願い致します。


